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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
① 学術講演会の国際化の推進を目指したInternational sessionの枠の増加  
② 産婦人科領域の登録データベース事業（周産期分野、生殖分野、婦人科腫瘍分野）による臨床デ

ータの収集と分析  
③ 本会が主導した会員や会員施設を対象とした臨床研究の推進（婦⼈科がんに対するがんゲノム医

療の導⼊とその普及に伴う新しいがん薬物療法に関する研究等） 
④ 重篤な遺伝性疾患を対象とした着床前遺伝学的検査に関する審査など生殖補助医療における学術

的な検討  
⑤ 和文機関誌（日本産科婦人科学会雑誌）および英文雑誌（The journal of Obstetrics and 

Gynaecology Research（JOGR））の発刊。JOGRはアジア・オセアニア産婦人科連合
（AOFOG）の公式雑誌でもある 

⑥ 海外の諸団体、諸学会との交流 
⑦ 産婦人科領域の取扱い規約、診療ガイドライン、用語集・用語解説集、必修知識などの発刊とア

ップデート  
⑧ 新規医療技術が適切に行われるように指針の策定や、施設登録  
⑨ 産婦人科領域における感染症対策への提言  
⑩ 産婦人科領域における保険・医療や健康管理等に関する検討会への委員推薦  
⑪ 産婦人科専攻医の研修および産婦人科専門医の生涯研修  
⑫ 研究、教育、健康・医療活動の推進を目途とした各種学会賞（学術奨励賞、優秀論文賞、教育奨

励賞、健康医療活動賞）の選考  
⑬ セクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス／ライツ普及推進に関する宣言の発出 
 
ｂ.当該領域における国際的な役割 
① 以下の海外の諸団体、諸学会との交流（協力体制の確立、定期的なミーティングの実施、国内学会

への演者招聘、海外学会への演者派遣、国際連合組織への委員の派遣など） 
FIGO(国際産婦人科連合), AOFOG(アジア・オセアニア産婦人科連合), ACOG（米国）,KSOG（韓
国）, TAOG（台湾）, DGGG（ドイツ）, OGSS（シンガポール）,SCGO（カンボジア）, RCOG
（英国）等 

② 海外諸学会への若手医師の派遣・交流（Exchange program） 
 



ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

① ガイドラインや各種刊行物、学術集会、講演会を通じての会員教育、産婦人科専門医、指導医の認
定および研修制度の充実による産婦人科医療の均てん化 

② 健康増進や疾患予防に対する国民への啓発活動や、国への各種働きかけ（HPV ワクチン、子宮頸が
ん検診、妊婦健診における適切な体重増加指導など） 

③ 生殖補助医療に関する意見集約、現状把握を行ったうえで、学術的な側面だけではなく、倫理的な
側面を踏まえて対応を検討、指針策定など 

④ 産婦人科領域の医薬品や医療技術等の適応拡大や診療報酬改定へ向けての要望の提出 
⑤ 災害医療体制の構築のための情報提供や、被災地などへの医療支援 
⑥ 産婦人科医療の働き方改革と、地域医療への影響の分析 
⑦ 産婦人科医療におけるダイバーシティや若手医師教育のとりくみ 
⑧ 産婦人科領域における高難度医療技術や新規医療技術の安全な施行へのとりくみ 
⑨ 産婦人科領域における感染症への対応についての国民への周知 

 
 
ｄ.学会運営上留意している点 

① 学会と社会との約束として生殖倫理に関する見解を作成し、会員に周知し遵守を求めているが、見
解は社会情勢や技術の進歩などを勘案して、都度変更している。会員が遵守すべき大変大事な事項
が含まれているので、毎年の定時総会にて確認、承認を得ている。 

② 産婦人科医の増加を目指したリクルート活動や、離職防止の取り組みの計画・運営を行うことを目
的とした若手医師による委員会を組織 

③ 男女共同参画・ワークライフバランスの改善 
④ 時代背景に見合った学会運営（WEB会議の推進や、研修システムなどのデジタル技術の導入など） 
⑤ 利益相反の適切な管理 
 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

① 他の分科会への委員の推薦 
② 他の分科会とともに委員会、ワーキンググループの設置、会議への参加 
③ 他の分科会とともに国へ要望、国民への啓発活動 
④ 各分科会が作成したガイドラインに対する意見・コメント 
 

 


